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MONKEY TOWN PRODUCTIONS Presents!!! 

さら FESTIVAL INTERNATIONAL DU FILM 
"Un Certain Regard-Official Selection-Cannes 1999" 

海賊版＝BOOTLEG FILM 
帷名桔平／中野若葉・高仁和絵・纂華・環季／北村一輝／柄本明プロデュース・臓本・監督：小林政広
奮●：富田濃/II影藍●滋覺鯛/II影鵡亭：伊■漏 I●囀：木村置冑／編奮：濃谷溝／ボストプロダクションブロデューサー•■●：●子●●／ネガ●●：門II●子／9インプロデューサー：佐々＊正剛I●作：山拿充宣／ロケーションコーディネイド●疇之/Ill董●：女渇充／漬出●饂力：上野●霞
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1999年第52回カンヌ国際映画祭正式出品作品(“ある視点’'部門）小林政広監督作品

海賊版＝BOOTLEGFILM 面四碑西］BLACK&WHITE 

椎名桔平 v.s．柄本明！閃雷屯窓；：るt；芸雰くて
出口のない愛、 2 つ。友情？嫉妬？裏切り？すべては女のためなのか… 1 人の女をめぐる 2人の男のせめぎあいが、熱く

そして織細に、ハイコントラストなモノクロ・シネマスコープのワイド画面いつばいに弾ける、エモーショナル・ロードムーピー！

日本の自主製作映画史上初の快挙！99年カンヌ国際映画祭に正式出品、上映後は満場の拍手
究極の一途な男の愛の形をみせるのはデピュー作「CLOSINGTIME」に引き続き 2作目となる小林政広監督。この前作を見た椎名桔平は自ら

監督に電話し、「ぜひ一緒に仕事がしたい」と告げ、柄本明は酒場で監督から突然手渡された脚本を一読、出演を快諾した。北海道を旅しながらの

撮影を経て、伝脱のフォークミュージシャン高田渡による音楽が加えられ、映画は完成。世界最大の映画祭、カンヌ国際映画祭出品のために監督自ら

事務局に送ったVHSピデオが、映画祭総代表ジル・ジャコブ氏の審査にまで違し、コンベティション部門と並ぷ唯一の正式出品部門“ある視点”へ

の参加が実現した。日本映画としては北野武「ソナチネ」以来6年ぶりの、しかも自主製作作品としては史上初の快挙を成し遂げ、上映後は会場を

埋めつくした、映画に厳しいカンヌの観客たちから拍手で迎えられた。プロデュース、脚本、監督の三役を勤める小林政広は、日本での映画製作に

対する既成概念を超えて独自のスタイルを貫いている、いわば映画界の海賊版的存在である。それはつくりての気持ちが親密に感じられるような、

まるで観客にあてた手紙のように映画をつくる一ーそう、敬愛するフランソワ・トリュフォーのように映画をつくるために選んだ、果敢なる挑戦でもある。

STORY ：リストラ寸前のヤクザ（柄本明）とポリス（椎名桔平）という相反する

職業でありながら親友同志の 2 人。奇妙なとりあわせの男を乗せて 1 台の車が

北の街を急いでいる。今日はある女の弔い日。ビールをあおりつつ、やけつばち

な争いをしながら車は猛スピードで北海道の大地を駆け抜けて行く。そこへ無

邪気な若い男女のカップルが、ややっこしい 2 人の男たちの闘いに運悪く巻き

込まれ、旅はヒートアップ。おかしな逃走劇に発展してゆく。せっぱつまった 2人

の男は、雪深い白銀の世界へとひたすら進んで行く。女を愛するがゆえに、そして互

いを想うがゆえに彼らが選んだ最後の愛の形とは…

出漬：椎名桔平／中野若葉・高仁和絵・舞葦・環季／北村一輝／柄本明

スタッフ：プロデュース・ 111 本・監督：小林政広／音楽：高田渡／撮影監督：佐光朗／撮影助手：伊薦潔

照明：木村匡博／録音：瀬谷満／ポストブロダクションプロデューサー・編集：金子尚樹／ネガ編集：門司康子

ラインプロデューサー：佐々木正則／制作：山本充宏／ロケーションコーディネイト：冑博之／助監督：女池充
漬出部協力：上野俊哉／アシスタントプロデューサー：岡村直子／制作協力：北海道増毛町／テーマ曲

「仕事さがしJ詞・曲・唄：高田渡／挿入曲 /STRADA 「山道』より (o ff note) /1998年第 11回東京国際
映圃祭“シネマプリズム＂部門正式出品作品 74min/35mm/cinema scope (1 :2.35)/ B&W 

製作・配給：モンキータウンプロダクション http://members. aol. com/sarumac hi/ 宣伝：カマラド

228 (t)より 0-

「海賊版＝BOOTLEG FILM Jプレミア上映会でのアンケートより 1999.6.26 大阪／ 7.17 !1!京

＊雪の白がすこくきわだってきれいでした．主役の二人は11i．行動．言葉の 1 つ 1 つがすこくかっこよかった．タラン

ティーノの話も出てくるなど会話のやり取りが楽しかった．心に残る言葉もいくつかあり、考えさせられるところが多

かった．（ 15オ高校生男性）＊多くを語らすといった感じで、想像力によって．人それぞれの解釈ができるなとおもい

ました。奥深い！! (20オ学生女性）＊男ふたりの滑稽さが素illに出ていて、笑えました．（22オ女性）＊人閻ってど

うしようもなくアホだけどなぜか愛おしさが残るのは何故？気持ちを言葉にするのがむすかしいけど、心臓が少しドキ

ドキしてます．（37オ会社員女性）＊私は女ですが、男同士のああいうのが好きです．監督のやさしい人柄が出てた

と思います。 (24オ女性）＊なにもムズカシく考える事なく、自分の中で、ほんわかと何か伝わりました。 (25オ無職

女性）＊「男の人の映画だ～ l 」と感じました．不褪用な純愛ドラマでじわ～っときます。 (33オ会社員・女性）＊モノ

クロで国籍不明の映像がよかったです．ダークスーツにスニーカー．ュマ・サーマンばりの白いシャッ．遊び心が楽し

いです．（30オ会社員・女性）＊前作同様、自由な雰囲気がすき．少し寂しいけれど、どうしてもみてしまう．（女性）＊映

画って．遊びだよなーと思いました．（26オ男性）＊ひとつひとつのセリフが印象的でした。見終わって．なんだかしば

らくは余韻にひたれそうな でも、そんなに重くないところがまたいいですね．（32オ会社員女性）＊これからも「まと

もな映画」ではない映画にこだわりつづけてほしい．（44オ公務員男性）＊心から映画を愛している人たちの熱い気

持ちをひしひしと感じました．金儲 11主義の観客にこびない映画を作って下さい．（55オ介護婦女性）＊ 2 回、 3 回と

繰り返して見たいと思いました．（ 33オ自営業女性）＊雑で、荒々しくつて、力強くて、そこが．また、間が抜けて

いて．笑わしてくれて、ちょっとせつなくつていい．まさに「海賊版」という感じでした。 (23オ学生・女性）＊いい

監督と役者がいれば予算が少なくてもいい映画がつくれることがわかりました．（33オ・男性）＊優しいイメージの

中にこわい一面を見せていただき．人間とはこうなのだな．という感有り (63オ寺職員·女性）＊男ふたりの愛が

哀しい映画でした．（35オ・女性）皆さんアンケートこ協力ありがとうざいました！（モンキータウンプロダクション）

シネマアルコ梅田
●特別鑑賞券1,500円にて発売中！ （当日：一般1,800円大高生1,500円シニア 1,000円）
（劇場窓口および各プレイガイド、チケットびあにてお求め下さい。）

梅新・東映会館南となり Ub ti l4, 1 l 91 

1連日 |12:55|2:30|4:05|5:40|97:15l●初日舞台挨拶予定（詳細は劇場までお問い合せ下さい。）
●初回先●50名様ポストカードプレゼント！


